
 

東京大学医科学研究所倫理審査委員会第一委員会 令和元年度第６回議事要旨 

 

日    時： 令和元年１１月２１日（木）１０：００～１１：４５ 

場    所： １号館２階 ２－１会議室 

出  席  者： 長村（文）委員長 

成澤、大津、佐々、加藤、井元、平田、井上の各委員 

欠  席  者： なし 

陪  席  者： 神里研究倫理支援室准教授、 

上原研究支援課長、研究推進チーム鶴岡係長、菅原一般職員、松岡一般職員 

 

（議事） 

 

１．倫理審査申請書の審査について 

（１）３０－９６（変更）「ヒストンメチル化酵素EZH1/2二重阻害剤を用いたHIV-1感染症研究」 
（申請者：感染免疫内科・教授・四柳 宏） 

研究分担者である堤 武也 准教授および後原 綾子 特任研究員 から、本件の変更内

容および事前審査による委員からの指摘は無かったことについて説明があった。審議の結果、

特に問題等の指摘はなく、これを承認することとした。 

 

（２）２８－５５（変更）「HIV感染症に関する臨床ゲノム情報に関する研究」 
（申請者：感染免疫内科・教授・四柳 宏） 

研究分担者である堤 武也 准教授および古賀 道子 助教 から、本件の変更内容およ

び事前審査による委員からの指摘への対応について説明があり、適切に修正がなされている

ことを確認した。審議の結果、これを承認することとし、以下の点について修正した上で差

替えるよう申請者に伝えることとした。 
    

①変更申請書「変更点・変更理由」について、人事異動にかかる記載の表現を修正し、差替

えること。 

 

（３）３０－３２（変更）「HIV感染者の合併症に関与するバイオマーカーの探索」 
（申請者：感染免疫内科・教授・四柳 宏） 

研究分担者である堤 武也 准教授および古賀 道子 助教 から、本件の変更内容およ

び事前審査による委員からの指摘は無かったことについて説明があった。審議の結果、特に

問題等の指摘はなく、これを承認することとした。 

 

（４）３０－９３（変更）「感染症を合併した患者における微生物の解析」 
（申請者：感染症分野・准教授・堤 武也） 

申請者である堤 武也 准教授および研究分担者である古賀 道子 助教 から、本件の

変更内容および事前審査による委員からの指摘への対応について説明があり、適切に修正が

なされていることを確認した。審議の結果、特に問題等の指摘はなく、これを承認すること

とした。 

 

（５）２０１９－４２（新規）「インフルエンザウイルス特異的な免疫応答の誘導に有用なヒト

上気道常在菌および口腔細菌の探索」 
（申請者：ウイルス学分野・准教授・一戸 猛志） 

申請者である一戸 猛志 准教授 から、本件の申請内容および事前審査による委員から



の指摘への対応について説明があり、適切に修正がなされていることを確認した。次いで、

研究方法等について質疑応答が行われた。審議の結果、特に問題等の指摘はなく、これを承

認することとした。 

 

（６）２０１９－４３（新規）「HIV 感染者におけるPVL 産性MRSA の保菌調査」 
（申請者：感染免疫内科・助教・安達 英輔） 

研究分担者である齋藤 真 助教 から、本件の申請内容および事前審査による委員から

の指摘への対応について説明があり、適切に修正がなされていることを確認した。次いで、

対象者数等について質疑応答が行われた。審議の結果、特に問題等の指摘はなく、これを承

認することとした。 
 

（７）２０１９－４４（新規）「機械学習に基づく IgG4 関連疾患の新規診断法の開発」 
（申請者：アレルギー免疫科・特任准教授・山本 元久） 

申請者である山本 元久 特任准教授 から、本件の申請内容および事前審査による委員

からの指摘への対応について説明があり、適切に修正がなされていることを確認した。次い

で、研究方法、将来的な研究計画等について質疑応答が行われた。審議の結果、特に問題等

の指摘はなく、これを承認することとした。 
 

（８）２０１９－４５（新規）「患者レジストリを利用した IgG4 関連疾患の診断基準ならびに

治療指針の確立を目指す研究RADDAR-J」 
（申請者：アレルギー免疫科・特任准教授・山本 元久） 

申請者である山本 元久 特任准教授 から、本件の申請内容および事前審査による委員

からの指摘への対応について説明があり、適切に修正がなされていることを確認した。次い

で、対象者数等について質疑応答が行われた。審議の結果、特に問題等の指摘はなく、これ

を承認することとした。 

 

（９）２０１９－４７（新規）「ヒト造血器腫瘍細胞を用いた病態再現モデルの構築」 
（申請者：幹細胞生物学分野・特任准教授・山崎 聡） 

申請者である山崎 聡 特任准教授から、本件の申請内容および事前審査による委員から

の指摘への対応について説明があり、適切に修正がなされていることを確認した。なお、委

員長より、骨髄液の採取量に関する申請者の回答について、補足説明があった。次いで、共

同研究機関の研究計画書の記載内容等について質疑応答が行われた。審議の結果、以下の点

を修正することを条件に承認することとした。 
 

①申請書「6.1) (1)試料②種類、量、回数」について、採取量が正しいかどうか共同研究機

関に確認し、必要に応じて記載を修正すること。 

 

（１０）２０１９－４６（新規）「非小細胞肺がんを対象とした S-588410 の有効性・安全性に

関する遺伝子・タンパク質解析」 
（申請者：抗体・ワクチンセンター・特任教授・醍醐 弥太郎） 

申請者である醍醐 弥太郎 特任教授から、本件の申請内容および事前審査による委員か

らの指摘への対応について説明があり、適切に修正がなされていることを確認した。次いで、

遺伝子カウンセリングの費用等について質疑応答が行われた。審議の結果、特に問題等の指

摘はなく、これを承認することとした。 
    

（１１）３０－１９（変更）「造血器腫瘍特異的な表面抗原の探索と治療開発への応用」 

（申請者：細胞療法分野・教授・北村 俊雄） 



申請者である北村 俊雄 教授から、本件の変更内容および事前審査による委員からの指

摘への対応について説明があり、適切に修正がなされていることを確認した。なお、神里研

究倫理支援室准教授より、インフォームド・コンセントの取得に関する申請者の回答につい

て、補足説明があった。審議の結果、以下の点を修正することを条件に承認することとした。 
    

① 申請書6.2) 「医科研で収集した既存試料・情報を他機関に提供する」及び「他機関で収

集した既存試料・情報を医科研が提供を受ける」における「情報」の「インフォームド・

コンセントの取得」について、取得をしない理由の記載を適切に修正すること。 

② 回答書について、M 委員からの2つ目の事前審査意見に対する回答を修正すること。 

 

（１２）２０１９－１７（変更）「疾患コホート研究ネットワークによる疾患マーカー探索研究」 

（申請者：医科学研究所・連携教授・松田 浩一） 

（審査依頼機関：２０１９－１７－０４：地方独立行政法人大阪府立病院機構大阪国際が

んセンター） 

申請者である松田 浩一 連携教授および下川 真理子 特任研究員 から、本件の変更・

申請内容および事前審査による委員からの指摘は無かったことについて説明があった。審議

の結果、２０１９－１７および２０１９－１７－０４について、特に問題等の指摘はなく、

これを承認することとした。 
 

（１３）２０１９－３５（変更）「成人ランゲルハンス細胞組織球症（LCH）の疫学研究」 

（申請者：分子療法分野/血液腫瘍内科・教授/診療科長・東條 有伸） 

（審査依頼機関：２０１９－３５－０８：富山県立中央病院、 

 ２０１９－３５－０９：獨協医科大学病院、 

 ２０１９－３５－１０：国立大学法人金沢大学医薬保健研究域、 

 ２０１９－３５－１１：山形大学医学部附属病院、 

 ２０１９－３５－１２：杏林大学医学部付属病院、 

２０１９－３５－１３：青森県立中央病院） 

申請者である東條 有伸 教授 から、本件の変更・申請内容および事前審査による委員

からの指摘への対応について説明があった。次いで、審査依頼書の記載等について質疑応答

が行われた。審議の結果、２０１９－３５および２０１９－３５－０８～１３について、特

に問題等の指摘はなく、これを承認することとした。 

 

２．修正等の報告 

委員長から、以下の申請について委員会指摘事項に対する修正の承認について説明があり、了

承された。 

 

＜平成３０年度第二委員会＞ 

・３０－４８   

（修正前）「ウイルス性人獣共通感染症の調査研究」 

（修正後）「ウイルス性感染症の調査研究」 
（申請者：ウイルス感染分野・教授・河岡 義裕） 

 

＜令和元年度第一委員会＞ 

・２９－７４（変更、差替え）【パネルB】 

「バイオバンク・ジャパンの運営・管理と個別化医療の実現に向けた疾患バイオマーカー探索」 

（申請者：人癌病因遺伝子分野・教授・村上 善則） 

・３０－８（変更、差替え）【パネルB】  

「人工多能性幹（iPS）細胞を活用する疾患病態解明および治療法開発研究」 



（申請者：再生医学分野/幹細胞プロセシング分野/ステムセルバンク・教授・谷口 英樹） 

・３０－５（変更、差替え）【パネルB】   

「ATLにおけるメチル化ヒストンの定量と新規阻害薬のバイオマーカー探索」 
（申請者：分子療法分野・教授・東條 有伸） 

・２７－７３（変更）【パネルB】 

 「5-アミノレブリン酸を用いた末梢血循環がん細胞の検出法確立にむけたパイロット研究」 

 （申請者：ALA 先端医療学社会連携研究部門・特任教授・谷 憲三朗） 

・２９－２５（変更）【パネルB】 

 「非小細胞肺癌におけるニボルマブ単剤療法の臨床効果と正の相関または負の相関を示す 

トランスクリプトーム・シグネチャーの網羅的解析」 

 （申請者：健康医療計算科学分野・教授・宮野 悟→ゲノム医科学分野・教授・柴田 龍弘） 

・２０１９－２６【パネルB】 

「インフルエンザに対する感受性に関わる因子の解析」 
（申請者：ウイルス感染分野・教授・河岡 義裕） 

（審査依頼機関：２０１９－２６－０１：クリニックばんびぃに） 

・２０１９－３７（差替え）【パネルA】   

「骨髄異形成症候群患者血清を用いたエクソソーム解析」 

（申請者：細胞療法分野・教授・北村 俊雄） 

・２０１９－３５－０２（差替え）【パネルA】   

「成人ランゲルハンス細胞組織球症（LCH）の疫学研究」 
（審査依頼機関：山口大学医学部附属病院） 

・２０１９－３３【パネルA】  

「造血器疾患の臨床検体を用いた新規治療法の開発」 
（申請者：血液腫瘍内科・助教・小沼 貴晶） 

・２０１９－３２【パネルA】 

「人を対象とした医学系研究における研究デザインおよび統計解析協力体制の構築」 
（申請者：先端医療開発推進分野・准教授・野島 正寛） 

・２０１９－２８－０７【パネルB】    

「ＢＢＪ試料・情報を活用した「ＡＩホスピタルシステム」の構築とその活用に関する共同研究」 
（申請者：日本ユニシス株式会社・代表取締役社長・平岡 昭良）   

 

３．迅速審査の報告  

委員長から、以下の申請について迅速審査により承認された旨説明があり、了承された。 

 

・２０１９－３１【パネルA】 

   「造血幹細胞移植を施行される患者の移植前後のOral Assessment Guide 各項目と 

合計のスコアの経時的な推移の調査」 

   （申請者：看護部・看護師・山岸 康子） 

・３０－１０７（変更）   

「同種造血幹細胞移植患者において呼吸機能及び呼吸器合併症が移植成績に与える影響」 
（申請者：血液腫瘍内科・助教・加藤 せい子） 

・３０－１２（変更）   

「パーキンソン関連疾患を対象とした腸内微生物叢のメタゲノム解析」 
（申請者：自然免疫制御分野・教授・植松 智） 

・２０１９－３８   

「HIV感染症患者に対する肝炎及び、性感染症の検査や臨床症状に関する研究」 
（申請者：感染免疫内科・助教・安達 英輔） 

・２０１９－３９   



「HIV感染者におけるPVL陽性MRSA感染症に関する研究」 
（申請者：感染免疫内科・助教・安達 英輔） 

・２０１９－４０【パネルB】  

「効率的アフェレーシスと採取細胞の品質への影響因子の解析研究」 
（申請者：セルプロセッシング・輸血部・准教授・長村 登紀子） 

・２９－７１（変更）  

「インフルエンザ罹患者における免疫応答の解析（継続研究）」 
（申請者：ウイルス感染分野・教授・河岡 義裕） 

・２０１９－４１   

「医用画像の診断に関する包括的研究」 
（申請者：放射線科・准教授・國松 聡） 

・２９－７４（変更）【パネルA】 

   「バイオバンク・ジャパンの運営・管理と個別化医療の実現に向けた疾患バイオマーカー 

探索」 

   （申請者：人癌病因遺伝子分野・教授・村上 善則） 

・２６－９４（変更）【パネルB】  

「エボラウイルスの感染に関わる宿主因子の基礎的研究」 
（申請者：ウイルス感染分野・教授・河岡 義裕） 

・２９－７２（変更）  

「インフルエンザワクチンの有効性解析（継続研究）」 
（申請者：ウイルス感染分野・教授・河岡 義裕） 

・２９－７２－０１ 【パネルA】 

「インフルエンザワクチンの有効性解析（継続研究）」 
（申請者：介護老人保健施設生きいき倶楽部・施設長・大関 美穂） 

  

４．前回（令和元年度第４回および第５回第一委員会）議事要旨の内容について承認した。 

 

         以 上 


